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直売所 

 

【GAP システムと連動した新技術の開発】 

○ 新規就農から短期間で、みかん・かんきつ類では国内

初となるグローバル GAP、ASIAGAP の認証を取得。認証

取得に当たり、コンサルタントや特殊ソフトは使わず、

自社独自で内部検査などを行い、取得コストを大幅に

抑制した。自社で GAP 認証取得支援システムを開発、

その後も新技術の開発を継続し、令和 2 年に GAP シス

テムと連動した新選果機を導入。青果のみならず加工

品を含めた全ての商品を対象にトレーサビリティを確

立している。このほか、地元企業・大学と連携して GAP

システムを通した農薬散布用ドローンや収穫ロボット

などを利用し、作業リスク低減や生産性・労働負荷の見

える化について協議している。 

【GAP の継続に向けた取組】 

○ 平成 30年度から毎年新たな社員をGAPプロジェクト

リーダーに任命。社員が主体となって GAP に取り組ん

でいる。JGAP 指導員資格を持つ社員は６名、JGAP 団体

研修終了１名、GLOBALGAP 内部監査員及び検査員資格取

得者は３名。 

○ 令和２年から他の農家に向けて社員参加で GAP シス

テムの利用方法の説明を行っている。このことで社員

の GAP への理解が深まり、社外の利用者は現場目線で

GAP に触れることができるという好循環になっている。 

【地域と連携した取組の推進】 

○ これまで30農場以上の農家や教育機関にGAPシステ

ムを提供し、GAP 取得を支援した。県立高等学校・農業

大学校の GAP 認証取得支援では、無償で GAP システム

を提供している。初めて GLOBALGAP の取得を支援した

地元の高等学校の卒業生が農業大学校を経て GAP の価

値を理解して入社したほか、県外からも GAP への取り

組みを評価して入社する社員がいる。 

○ 愛媛県内外の行政機関等において、幅広い参加者に

向けた講演、発表を行っている。 
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